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勇
往
邁
進

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 　
　

宮
下
あ
さ
み

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
は
、
家
庭
と
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ

が
担
っ
て
い
る
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
よ
い
成
長
の
機
会
を
つ
く
り
あ
げ
、
健

全
に
育
成
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校

生
世
代
は
そ
の
後
の
人
生
に
お
け
る
土
台
を
築
き

上
げ
る
大
事
な
時
期
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
最
も

大
き
く
成
長
す
る
た
め
の
大
事
な
準
備
期
間
で
す
。

学
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
こ
の
時
期
で
多
く
の
出

会
い
、
経
験
、
学
び
を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
お
け
る
最
も
大
切
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長
農

で
は
、
様
々
な
教
育
の
場
で
挑
戦
が
出
来
る
環
境

が
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
感
性
と
愛
に
溢
れ
た
人
間

力
を
身
に
つ
け
た
人
材
に
な
っ
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

私
は
常
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
考

え
の
も
と
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
出
来
る
活

動
に
尽
力
を
！
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
共
に
共
感

し
、
一
歩
ず
つ
進
む
力
に
な
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
農
業
教
育

校 

長　
　
　
　
　

村 

山 

和 

彦

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
体
育
祭
、
前
期
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

に
は
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
農
で
は
、「
命
を
見
つ
め
、
命
に
学
ぼ
う
」

の
も
と
、
二
年
生
よ
り
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
専

門
的
な
知
識
・
技
術
を
学
習
し
ま
す
。

　

農
業
科
目
の
授
業
に
お
い
て
は
、
地
域
の
企
業

等
と
連
携
し
た
探
究
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
生
産
者
の
方
や
企
業
の
方
、
大
学
の
先
生
方
、

関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
生
徒
が

主
体
的
で
、
対
話
的
で
、
深
い
学
び
」
に
つ
な
が

る
学
習
の
機
会
が
あ
り
ま
す
。
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
学
習
の
三
つ
の
目
標
で
あ
る
科
学
性
、
社
会

性
、
指
導
性
に
加
え
、
各
生
徒
が
問
題
意
識
を
も

ち
、
問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
、
実
験
・

実
習
を
協
働
的
に
取
り
組
み
、
互
い
に
助
け
合
い
、

よ
り
実
践
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
活
動
を
と
お
し
て
、
社
会
性
や
地
域

貢
献
に
対
す
る
問
題
意
識
の
向
上
を
図
れ
る
よ
う

努
め
て
お
り
、
将
来
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

べ
く
、
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
指
導
力
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
農
業
高
校
で
は
、
五
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
目
指
す
学
校
像
）
の
も
と
、
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

１　

グ
ロ
ー
カ
ル
教
育
で
人
材
を
育
て
る
学
校

　

２　

地
域
産
業
・
社
会
に
寄
与
す
る
学
校

　

３　

地
球
環
境
を
守
り
創
造
す
る
学
校

　

４　

地
域
交
流
の
拠
点
と
な
る
学
校

　

５　

地
域
防
災
を
推
進
す
る
学
校

　

本
校
で
も
、
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ス
ク
ー

ル
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
農
業
教
育

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
岡
農
業
高
校
の
教
職
員
一
同
、
三

年
間
の
学
び
で
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で

き
る
よ
う
実
践
的
な
教
育
を
展
開
し
、
生
徒
に

と
っ
て
有
益
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

※�

グ
ロ
ー
カ
ル　

Global

（
世
界
的
な
）
と

Local

（
地
元
の
）
を
合
わ
せ
た
造
語　

“T
hink globally

、A
ct locally

”（
世
界

規
模
で
考
え
、
足
元
か
ら
行
動
せ
よ
。）
に

由
来



WIN
　紫軍団長　五十嵐月斗

　体育祭を通して大人数をまとめることの大変さ
を学びました。しかし、紫軍のみんなが自分のや

ることを理解して本気で
体育祭を楽しんでくれた
おかげで総合優勝をとる
ことができました。みん
なの力が合わさって取る
ことができた総合優勝な
ので感謝しかないです。

団長の難しさ
　赤軍団長　村上龍之介

　皆さんまずは体育祭大変お疲れ様でした。私は
この体育祭を通して人をまとめることが一番難し
かったと感じました。そのため中々赤軍の皆さん
をまとめられず何度も困
らせてしまいました。他
の応援リーダーの協力も
あって最後はまとまりま
した。赤軍の皆さん本当
にありがとうございま
した。

ありがとう、黒軍
　黒軍団長　久保　拓斗

　体育祭とても楽しかったです。あの日の全て
が楽しくて特別でした。団員
をうまくまとめられなかった
り、思いどおりにいかないこ
ともあり大変でしたが最高の
思い出になりました。体育祭
の企画、運営をしてくださっ
た洪志会、そして黒軍のみん
な本当にありがとうござい
ました。

最高すぎた思い出
　青軍団長　野本　莉空

　体育祭お疲れ様でした！軍全員がベストを尽く
せた良い体育祭でした。私が青軍団長をやってみ
て思ったことはメリハリをうまくつけられる軍
だったことです。全員
が応援する時は応援
する、楽しむ時は楽
しみ、軍活動をして
いて楽しかったです。
体育祭最高！

6月6日
体育祭



PTA前期研修 新潟青陵大学・短期大学／今代司酒造・峰村醸造

３年Ｐ
　新潟青陵大学・短期大学では、「ここでどんなことを学べるのか」
ということを、他校と比較しながら詳しく説明してくれ、実際に
校舎を案内していただきました。分かりやすく、大学の良さが伝
わりました。
　今代司酒造と峰村醸造は初めて知る会社でしたが、その土地の
歴史から、なぜそこでお酒や味噌を造ることになったのかという
経緯まで伺うことができました。また、お土産を買い、帰ってか
らも味わえる贅沢な研修となりました。 

　7月5、6日の2日間に渡り大会が長野市で開催され、長野県民文化会館ホールが北
信越5県のPTA会員で埋め尽くされました。人の数に圧倒されながらも、「歴史の町で
未来を描く～新たな時代をどう生きるか～」をテーマとした各県の高校の様々な取り組
みに感心し、相澤病院の小平奈緒氏による「知るを楽しむ」についての貴重な記念講話
も聞く事ができた、熱気あふれる大会でした。参加させて頂きありがとうございました。

２年Ｐ
　今回初めて参加させていただきました。普段あまり見学できな
い今代司酒造さんや峰村醸造さんでは、お酒作りや味噌作りの工
程を見学でき、とても良かったです。ぜひ子どもたちにも見学し
てもらえたらもっと良いのになぁと思いました。
　新潟青陵大学・短期大学も初めて見学し、学ぶための施設が整っ
ており、とても良い環境だと思いました。ありがとうございました。

１年Ｐ
　新潟青陵大学・短期大学の見学では、先進的
な教育環境と学生たちの熱意が印象的で、農業
や地域活性化の学びが充実していると感じまし
た。今代司酒造と峰村醸造では、伝統的な酒造
りの技術と職人たちの未来を支える持続可能な
産業の可能性を実感しました。新潟の地元産業
と大学の連携が地域産業の未来を支える重要な
要素だと感じられる有意義な体験でした。あり
がとうございました。

行先6
28
金

北信越地区高等学校
ＰＴＡ連合会研究大会に参加しました



農
業
ク
ラ
ブ
大
会

北信越ブロック大会 農業鑑定県大会

北信越ブロック大会を終えて
３年２組　森谷　優羽

　大会への準備で、発表が無ければ気がつかなかったこと
に触れることができ、自分たちの研究も深まったと感じて
います。また、他県の発表のアイデアに驚き、たくさんの
刺激を受けました。最優秀賞を取ることはできませんでし
たが、これを機に百年桜の現状と意味を皆さんに知ってほ
しいです。

　８月20、21日に長野市篠ノ井交流センターで北信越ブ
ロック大会が開催されました。本校からは、プロジェクト
発表会分野Ⅱ類に「百年桜の増殖」で出場しました。本校
の取組みを他県の学校に知ってもらい、また他校の研究発
表から多くの刺激を受けたすばらしい機会でした。

県大会に出場して
３年１組　相田　翔陽

　今年から基準が変わり戸惑うことも何度かありました
が、練習問題を繰り返し解いて対策をしました。その結
果、無事に優秀賞を取ることができたのでうれしかった
です。昨年に続き、二年続けて全国大会に出場するので、
最優秀賞を目指して頑張りたいです。

　８月１日本校を会場に、農業鑑定競技会（県大会）が
県内７校の農業・総合高校から約200名の選手が出場し、
開催されました。今年度から分野と実施基準が大幅に変更
されたため戸惑いましたが、選手は日頃の授業と実習で得
た知識を発揮しました。

実習風景

春から秋に
かけての

優秀賞

優秀賞



農

　生活デザインコースの３年生課題研究では、野菜を栽
培し、その後それを利用したオリジナルレシピの作成、
栽培した草花・ハーブを利用したクラフト作りなどを行っ
ています。２年は各種野菜やハーブの栽培と利用、コケ玉、
ドライフラワーの作成などに取り組みました。２・３年
生とも家庭科食物調理技術検定の取得にも挑戦しました。

　栄養化学コースは普段の授業内
で食品の成分分析などの食品化学
実験や食品の衛生、食品微生物実
験を中心に科学的側面から食品を
捉えるため実験を行っています。
これらは、食品の加工や利用をは

じめ、栄養指導などの基礎としても
重要です。
　写真は、３年生の大腸菌群検査（食
品衛生実験）と２年生の食品化学実
験（糖の還元性）の様子です。

　3年生は、米の消費拡
大を目指して「マガモを
利用した米の生産」「酒
粕を使用した酒米生産と
日本酒製造」「米醤油製
造にむけた米の栽培」「加
工米の栽培と利用」など
をテーマに課題研究に取

り組んでいます。猛暑による影
響が心配されましたが、収穫作
業ができました。長岡農業高
校の新米を食べてください。

　草花専攻の課題研究では花壇班が正門
脇の花壇制作を行っています。５月に春
花壇完成。その花壇を８月に撤去し、現
在はデザインを一新し、リニューアルし
ました。その取組をまとめ花いっぱいコ
ンクールに応募するため発表用ポスター
を制作中です。その他の班はトルコギキョ
ウの根張りと固化培地の検討、アロマオ
イルのサルビアの防虫効果などの研究に
取り組んでいます。また、10月のながお
か農業祭や長農祭での花販売に向けシク
ラメンの管理などを行いました。バイテ
ク専攻は「百年桜の増殖」研究班が農業
クラブプロジェクト発表県大会において
最優秀賞を受賞し、北信越大会に出場し
ました。その他の班はビオラの無菌播種、
サトイモ、ナス、キクの茎頂培養など研
究をすすめ、両専攻とも文化祭の中間発
表に向けてポスター制
作に取り組んでいます。

各コースの取り組み各コースの取り組み
　生活デザインコース

　栄養化学コース

　作物生産コース

　園芸科学コース



部
活
動
・
各
種

大
会
結
果
報
告

野　
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部
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第
150
回
北
信
越
地
区
高
等
学
校
野
球
新

潟
県
大
会
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令
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６
年
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回
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岡
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チ
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第
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回
全
国
高
等
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潟
大
会
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見
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８
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３
回
戦

　
　

対 

日
本
文
理　

０
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潟
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８
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長
岡
農
業
、
正
徳
館
、
栃
尾
、
分
水
、

三
条
商
業
、
塩
沢
商
工
、
十
日
町
総
合

の
連
合
チ
ー
ム
で
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中
越
地
区
陸
上
競

技
大
会�

（
９
／
６
・
７
）
柏
崎
市
陸
上
競
技
場

　

女
子
走
幅
跳

�

10
位　

長
戸
伽
俐
伽

�

※
県
選
抜
出
場　

⁃�

第
54
回
新
潟
県
高
等
学
校
選
抜
陸
上　

競
技
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
（
９
／
21
・
22
）
高
田
公
園
城
址
公
園
陸
上
競
技
場

　

女
子
走
幅
跳

�

16
位　

長
戸
伽
俐
伽

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

⁃�

令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地

区
大
会
中
越
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会�

（
４
／
26
）
三
条
市
体
育
文
化
会
館

　

１
回
戦

　
　

対 

加
茂
暁
星　

59
対
46

　

２
回
戦

　
　

対 

長
岡
工
業　

35
対
140

⁃�

第
77
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会　
　
　

�

（
５
／
31
）
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　

２
回
戦

　
　

対 

糸
魚
川　
　

52
対
87

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

⁃�

春
季
中
越
上
越
地
区
大
会　
　
　
　
　

�

（
4
／
26
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

０

－
２ 

長
岡
工
業

⁃
県
総
体�

（
5
／
31
）
小
千
谷
市
総
合
体
育
館

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

０

－

２ 

新
潟

⁃�

全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）
１
次
ラ

ウ
ン
ド�

（
9
／
8
）
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

０

－

２ 

長
岡

〈
女
子
〉

⁃�

県
総
体�

（
5
／
25
）
上
越
市
総
合
体
育
館

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

０

－

２ 

新
潟
明
訓

⁃�

全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）
１
次
ラ

ウ
ン
ド�

（
９
／
７
）
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

２

－

０ 

見
附

　

２
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

０

－

２ 

高
田
北
城

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

〈
男
子
〉

⁃�

令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季　

中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　
　

　

�

（
5
／
2
・
3
）
三
条
市
体
育
文
化
会
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

3
名
出
場

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

1
ペ
ア
出
場

⁃�

第
77
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　
　
　
　
　
　

　

�

（
5
／
24
）
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業 

０

－

３ 

佐
渡
総
合

⁃�

第
40
回
新
潟
県
高
等
学
校
１･

２
年
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　
　
　
　
　
　

�

（
8
／
10
・
11
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

2
名
出
場

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

2
ペ
ア
出
場

⁃�

令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季　

中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
予
選
会

　

�

（
9
／
7
・
8
）
長
岡
市
北
部
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

3
名
出
場

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

3
ペ
ア
出
場

〈
女
子
〉

⁃�
令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季　

中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　
　

　

�
（
5
／
2
・
3
）
燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス　

5
名
出
場

�

　

ベ
ス
ト
16　

鈴
木　

香
菜

�

ベ
ス
ト
16　

阿
部　

美
波

�

ベ
ス
ト
32　

黒
田　

心
華

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

5
ペ
ア
出
場
�

ベ
ス
ト
16　

鈴
木　

香
菜
・

�

阿
部　

美
波
・

�

ベ
ス
ト
32　

黒
田　

心
華
・

�

勝
又　

悠
埜
・

⁃�

第
77
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　
　
　
　
　
　

　

�（
5
／
31
）
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

学
校
対
抗
戦

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

３　

佐
渡

⁃�

第
40
回
新
潟
県
高
等
学
校
1
・
2
年
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会　
　
　
　
　
　
　

　

�

（
8
／
10
・
11
）
柏
崎
市
総
合
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

2
名
出
場

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

2
ペ
ア
出
場

⁃�

令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季　

中
越
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
予
選
会

　

�

（
9
／
7
・
8
）
長
岡
市
北
部
体
育
館

　

シ
ン
グ
ル
ス　

3
名
出
場

�

　

３
位　

阿
部　

美
波

�

　

ベ
ス
ト
8　

佐
藤　

結
泉

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

3
ペ
ア
出
場

�

　

ベ
ス
ト
8　

岩
渕　

結
菜
・

�

小
熊　

七
生
・

�

ベ
ス
ト
8　

阿
部　

美
波
・

�

佐
藤　

結
泉
・

山　

岳　

部

⁃�

令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
春
季
地
区
体

育
大
会
中
越
地
区
登
山
大
会�

（
５
／
２
・
３
）

　

開
催
地
：
粟
ヶ
岳
（
三
条
市
）

　

結
果
等
：
男
子
12
名
、　　
　
　

　
　
　
　
　

女
子
３
名
出
場

⁃�

第
77
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

兼
令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
予
選
会
登
山
大
会�

（
５
／
30
～
６
／
１
）

　

開
催
地
：
五
頭
山
（
阿
賀
野
市
）

　

結
果
等
：
男
子
４
名
、　　
　
　

　
　
　
　
　

女
子
３
名
出
場

⁃�

令
和
６
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区

体
育
大
会
全
県
登
山
大
会�

（
９
／
12
～
13
）

　

開
催
地
：
火
打
山
（
妙
高
市
）

　

結
果
等
：
男
子
７
名
、　　
　
　

　
　
　
　
　

女
子
３
名
出
場

写　

真　

部

⁃�

第
28
回
写
真
専
門
部
撮
影
大
会　
　
　

�

（
６
／
７
・
８
）
新
潟
市
万
代
島
多
目
的
広
場
、巻
文
化
会
館

�

入
選　

３
年　

和
田　

菜
央

�

２
年　

白
杉
か
の
ん

�

２
年　

中
村　

友
紀

音　

楽　

部

⁃�

第
65
回
新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　

高
等
学
校
Ｂ
の
部
Ⅰ　
　
　
　
　
　
　

　

�

（
７
／
31
）
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館

　

銅
賞

新　

聞　

部

⁃
第
28
回
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
賞

　

奨
励
賞

農

業

ク

ラ

ブ

各
種
大
会
入
賞
者

⁃�

第
70
回
家
畜
審
査
競
技
会　
　
　
　
　

�

（
６
／
14
）
新
潟
県
農
業
大
学
校

　

乳
用
牛
の
部

�

最
優
秀
賞　

２
年　

黒
田
実
乃
里

�

※
全
国
大
会
出
場　

�

優
秀
賞　

２
年　

浮
部　

優
明

�

優
秀
賞　

２
年　

長
戸
伽
俐
伽

�

優
秀
賞　

２
年　

髙
山　

恵
翔

　

肉
用
牛
の
部

�

優
秀
賞　

３
年　

中
島　

花
乃

�

優
秀
賞　

３
年　

鈴
木　

香
菜

⁃
第
74
回
意
見
発
表
会　
　
　
　
　
　
　

�

（
6
／
20
）
新
潟
県
農
業
大
学
校

　

分
野
Ⅱ
類

　
（
国
土
保
全
・
環
境
創
造
）

　
　

優
秀
賞

　
　
「
命
を
見
つ
め
直
す
」

�

２
年　

黒
田
実
乃
里 

⁃�

第
74
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会　
　
　

�

（
７
／
12
）
加
茂
文
化
会
館

　

分
野
Ⅱ
類

　
（
国
土
保
全
・
環
境
創
造
）

　
　

最
優
秀
賞

　
　
「
百
年
桜
の
増
殖
」

�

３
年　

森
谷　

優
羽

�

間　
　

真
菜

�

鈴
木　

菫
礼

　

分
野
Ⅲ
類

　
（
資
源
活
用　

地
域
振
興
）

　
　

優
秀
賞

　
　
「�

米
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て

　

～
地
域
と
と
も
に
～
」

�

３
年　

店
橋　

柊
臥

�

坂
西　

志
保

�

相
田　

翔
陽

�

遠
藤　

百
合

�
佐
藤
す
み
れ

�
大
野　

麻
衣

�

小
林　

愛
和

⁃�

第
73
回
農
業
鑑
定
競
技
会　
　
　
　
　

�

（
8
／
1
）
長
岡
農
業
高
等
学
校

　

分
野
生
活

　
　

最
優
秀
賞

�

　

２
年　

中
山　

葵
月

　

分
野
農
業

　
　

優
秀
賞�

３
年　

相
田　

翔
陽

�

五
十
嵐
梨
々
花

�

内
田　
　

琥

�

白
井　

晴
斗

�

２
年　

岡
村　

浩
聖

�

　
　

杵
渕　

綾
音

�

平
野　

夢
暖

�

平
沢　

廉
都

�

山
口　

修
平

　

分
野
野
菜

　
　

優
秀
賞�

３
年　

小
杉　

友
紀

　

分
野
草
花

　
　

優
秀
賞�

３
年　

佐
藤　

咲
綾

�

村
越　

夕
愛

�

鷲
尾　

杏
奈

�

２
年　

椛
澤　

真
心

�

田
﨑　

美
紅

　

分
野
畜
産

　
　

優
秀
賞�

３
年　

五
十
嵐
月
斗

�

髙
橋　
　

愛

�

永
澤　
　

薫

�

２
年　

岩
渕　

結
菜

�

黒
田
実
乃
里

�

増
茂　
　

立

�

長
戸
伽
俐
伽

　

分
野
食
品

　
　

優
秀
賞�

３
年　

黒
田　

心
華

�

多
田　

優
希

�

西
脇
あ
か
り

�

田
中
り
る
は

�

２
年　

吉
澤　

琉
安

�

石
原　

奈
々

�

棚
村　

七
海

　

分
野
生
活

　
　

優
秀
賞�

３
年　

池
田　

剛
大

�

樋
口　

由
乃

�

佐
藤　

葵
衣

�

難
波　

太
陽

⁃�

令
和
６
年
度
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ　

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

長
野
大
会　
　

�

（
8
／
20
・
21
）
長
野
市
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー

　

分
野
Ⅱ
類

　
（
国
土
保
全
・
環
境
創
造
）

　
　

優
秀
賞

　
　
「
百
年
桜
の
増
殖
」

�

３
年　

森
谷　

優
羽

�

間　
　

真
菜

�

鈴
木　

菫
礼

◦編集後記
　「大河信濃116号」はいかがでした
でしょうか。普段は見られない子ども
たちのアオハルを、お伝えできていた
ら幸いです。日々学び成長する姿を、
これからもたくさんお届けしてまいり
ます。次号もお楽しみに。最後に誌
面づくりにご協力いただきました全て
のみなさま、ありがとうございました。
� （広報委員長　中村　珠美）

◦写真提供者　写真かたぎり 様

▼

長岡農業高校HP

▼

長岡農業高校note

◦広報委員〈敬称略〉
　�広報委員長　中村　珠美／広報副委員長　阿部　美枝�
横山　貴子／米山　幸恵／大﨑　晴美／早川　　学
比企　和美／小川　寛子／小熊　智美／髙橋　千鶴
　板垣　千秋／吉井　　恵／米持由美子／笠輪　麻美
　清水　　恵／小田原はつみ／佐々木みゆき／星　絵梨香
　竹沢美由紀／名児耶友絵／刈谷あゆみ／松﨑由香里
　難波　博繁／番場　朝美／荒井真由子／野澤　香寿

「ちょっと待っててね」


